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インターネットITS の動向
自動車とユビキタス社会の融合

インターネットITS の動向
自動車とユビキタス社会の融合

（株） デンソー 理事 ITS開発部 主幹
インターネットＩＴＳ協議会事務局長

時津 直樹
ntokitsu@internetits.org

・ 車の進化とネットワーク化の動向
・ インターネットITSの目指す世界
・ 車載プラットフォームの方向
・ 事業化展開と世界戦略

情報処理学会
高度交通（ＩＴＳ）システムシンポジュム ２００５・１・１４

基調テーマ ： ２ndステージITSとそれを支える技術
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2010年には全ての車がネットワーク化される
シームレスな情報社会が実現する
自動車を中心とした新しいビジネスが創出される

概要概要

ＩＴ化が加速的に進展している中で、生活のすべての場面で情報を自由に
扱える社会が実現しつつある。 オフィス・ホーム・人はすでにネットワ
ーク化されている。 あと、移動体がその仲間に入ればあらゆるシーンで
の情報化が完了する。

７０００万台を超える自動車のネット化は、単に車が情報社会へ参画こと
に止まらず、新しい交通社会を実現することになる。

ネット化によって、より安全で快適で環境に優しい自動車社会（ＩＴＳ）
の構築がされると共に、今まで無かった７０００万のビジネス社会が創出
される。

その経済効果は大きなものが期待され、また新しいネット化のプラットフ
ォームは、日本の自動車産業にとっての国際競争力源泉にも成りえる。

以下の予測の実現に向けた活動が進められている
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いつでも情報にアクセスいつでも情報にアクセス

＝＝

ユビキタスユビキタス

携帯網／DSRC網／無線LAN網／地上波デジタル・・・・

コンテンツ

ASP ASP ASP

インターネットITS

ネットワーク

人 自動車 鉄道 航空機 オフィス 家庭船舶

サービス

いつでも人が主役いつでも人が主役

うれしい世界うれしい世界

今やっていること・・・実現したい世界

インターネットインターネット

快適

安全

キーワード
V6

環境
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20022002年年77月に月に 何が始まったか何が始まったか

インターネットＩＴＳのスタートインターネットＩＴＳのスタート

赤い車（赤い車（MRMR--S)S) が一台、お台場に出現が一台、お台場に出現

通信と車の融合がスタートした通信と車の融合がスタートした

ワイヤレスJAPAN ２００２
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車は家庭の２０年遅れ車は家庭の２０年遅れ
・ 革張りの椅子
高級車の象徴 ； ソファー １０万円

・ カラーテレビ
８インチ １０万円; １４インチ １万円

（きれいに見えない）
・ インターネット
０２実証、０５実用； １００M標準の時に

車をネット化する意味 １/２

車でも“つながっていたい”

インターネットの使えない車なんて・・・
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最近・・・・車は巨大なるインフラと感じる最近・・・・車は巨大なるインフラと感じる

・燃料電池・・・発電所（100V、10Aとして）

７５００万台×１kw＝７５００万KW

・通信アクセスポイント

７５００万台×Φ０．１km＝日本全土

車をネット化する意味 ２/２

災害時における自動車の役割、もっと機能化は？

n(数）の論理・・・インフラ、ビジネスとして
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ITSITS世界会議世界会議JAPANJAPANーー名古屋名古屋２００４では２００４では

・名古屋大会の狙い

ITSの普及、市民参加
５０００、５万、５０万 目標・・・・達成

本当に理解されたか？ これからが正念場

世界会議のトレンド

第１期（９５～）・・・官プロ、インフラ受注目当て

第２期（９９～）・・・ナビ商談で実業へ

第３期（０２～）・・・ポストVICS,ETCは？通信なんか！
第４期（０３～）・・・安全への回帰、通信使えるかも！

第５期（０４～）・・・安全こそ、通信を使って
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ネット化・・・ネット化・・・車の進化として振り返って見ると車の進化として振り返って見ると

人
知覚情報

車両内ｼｽﾃﾑ

過去

カーエレクトロニクス時代の車

－車内の情報化で－

ITS時代の車？
人

知覚情報

ｾﾝｼﾝｸﾞ
情報 制御ｼｽﾃﾑ

ｱｸﾁｭｴｰﾀｾﾝｻ ECU

車、機械系

現在

これから・・・ここを目指す

ｾﾝｼﾝｸﾞ
情報

制御ｼｽﾃﾑ

ｱｸﾁｭｴｰﾀｾﾝｻ ECU

車、機械系

人

知覚情報

車
機械系

目、耳、
振動、鼻 自動車の始まり

メカニカル制御

？
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人

知覚情報

車
機械系

人

知覚情報

車両内ｼｽﾃﾑ

過去

カーエレクトロニクス時代の車

－車内の情報化で

ITS時代の車
－車外との情報交換で－

人

知覚情報

目、耳、
振動、鼻

ｾﾝｼﾝｸﾞ
情報 制御ｼｽﾃﾑ

ｱｸﾁｭｴｰﾀｾﾝｻ ECU

ＩＴＳインフラ

車載
情報ｼｽﾃﾑ

車、機械系

現在

これから

ｾﾝｼﾝｸﾞ
情報

制御ｼｽﾃﾑ

ｱｸﾁｭｴｰﾀｾﾝｻ ECU

車、機械系

車のネットワーク化車のネットワーク化

ITSを車の進化で見ると
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ＡＶシステム
ラジオ
ｵｰﾃﾞｨｵ
ＴＶ

ナビゲーションシステム
ダイアグシステム
車内ＬＡＮ

情報制御

パワートレイン制御

エンジン制御（ｶﾞｿﾘﾝ＆ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
トランスミッション
スロットル制御
イグナイタ
ディストリビュータレスイグニッション

走行制御

ＶＳＣ（Vehicle Stability Cont.）
パワーステアリング制御
４ＷＤ制御
サスペンス制御
車両姿勢制御
ＡＢＳ制御 （Anti-lock Brake 
Sys.）
トラクション制御
クルーズ制御

ボディー制御

エアコンシステム
エアバッグシステム
ドアコントロールシステム
キーレスエントリー
イモビライザーシステム
ランプ制御

カーエレクトロニクスシステムカーエレクトロニクスシステム ＋＋ ＩＴＳへＩＴＳへ

走る

曲がる

止まる

安全

より 快適 に

便利

通信（ＩＴＳ）制御

ＶＩＣＳ

ＥＴＣ

ＴＥＬＥＭＡＴＩＣＳ

インターネットＩＴＳ
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もう一度もう一度
なぜ車をネットワーク化するのか？なぜ車をネットワーク化するのか？

車のネットワーク化によって

より安全で快適で、環境にやさしい

自動車社会の実現が可能

車は自律で可能な事はどんどん実現中

自動ブレーキ制御までも

しかし

外部社会との連携で更に良い世界の実現が

これがこれが ITSITS の原点（の原点（19731973年から）年から）
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紹介；ネット化の歴史（日本）紹介；ネット化の歴史（日本）

30年前 国の大型プロジェクト参画

CACS：日本のITSの始まり

５０億円規模

路車間通信で最適ルートガイド

※CACS ： Comprehensive Automobile Traffic Control System ; 自動車総合管制システム

※
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電磁結合の原始的通信

通信方式通信方式
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7654321

0246831

新宿

銀座
から

入出力装置入出力装置

入力装置

表示装置
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・だれでも到着できる

・最適ルートで（プロなみに）

・通信が重要

導かれた評価結果導かれた評価結果
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車の進化の必要性・・・社会問題の解決として車の進化の必要性・・・社会問題の解決として

・ ７０年台 － 環境問題解決

・ ８０年代 － 安全問題解決

・ ９０年代 － 走行、快適性能

・ ９５年代 － 情報性能（ナビ）

・ ００年代 － ネットワーク性能（今）

・ １０年代 － 統合ITS性能（将来）

自律系（車自身）とネットワーク系の融合で

カーエレで

対応してきた

車の自律系での進化

今後も加速
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今やるべきこと今やるべきこと

解決型から

・ ７０年台 － 環境問題解決

・ ８０年代 － 安全問題解決

向上型へ

・ ９０年代 － 走行性能、快適性能向上

・ ９５年代 － 情報性能向上

さらに統合型へ

・ ００年代 － ネットワークによる次世代性能へ

テレマティクス、CRM,VRM,予防安全、衝突回避までの新概念へ

２０１０年を目指して合意の形成と総合ITS性能の開発を
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AVOS（ﾊﾟﾄﾗｯｸｽ 電話系

テレマ（第２世代）
電話系

ﾅﾋﾞ

自動車電話 電話系

海外ETC／ERP DSRC系

MIUT／Monet 

（ﾈｯﾄﾜｰｸﾅﾋﾞ） 電話系

VICS            ビーコン系 ﾞ

AVOS（ｵﾑﾆ） 衛星通信系

HELP・ﾒｰﾃﾞｰ(ﾍﾞﾝﾂ）電話系

国内ETC  DSRC系

電子ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ
DSRC系

手荷物ID TAG
ＲＦＩＤ系

02 05 10

ﾋﾞｰｸﾙ
ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄITSにて
ﾈｯﾄﾜｰｸ化を推進

車をﾈｯﾄﾜｰｸ化する
共通基盤の確立

車をﾈｯﾄﾜｰｸ化する
共通基盤の確立

・IPv6/Mobile IP
・車両ﾃﾞｰﾀ標準
ﾌｫｰﾏｯﾄ

すべての車が
ﾈｯﾄﾜｰｸ化
される社会

スタンダード化スタンダード化

車のネットワーク化の方向を見ると車のネットワーク化の方向を見ると
１９９５１９９５ ～～ ２００３２００３ ～～ ２００５２００５ ～～ ２０１０２０１０

第１世代第１世代第１世代

第３世代第３世代第３世代 第４世代第４世代第４世代

第２世代第２世代第２世代
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Analog

AMPS

A社専用ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ﾏｲｸ
ｽﾋﾟｰｶｰ
DISP

SW
ｾﾝｻ･･･

Digital

cdmaOne

B社専用ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

A社ｾﾝﾀｰ B社ｾﾝﾀｰ

コンテンツ

個別システムによるクローズな接続個別システムによるクローズな接続

A社対応ECU

第１世代第１世代第１世代

個

別

専用
プロトコル

専用機器

専用
ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

Digital

PDC

C社対応
ﾅﾋﾞ

C社対応ECU

C社専用ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

C社ｾﾝﾀｰ

97～ 02～ 98～

B社対応ECU
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第２世代第２世代第２世代

コンテンツ

インターネット

準
汎
用

TCP/IP
IPv4

専用機器

専用
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

専用
ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ-

個別システム個別システム（一部汎用プロトコル）（一部汎用プロトコル）による接続による接続

Digital

PDC

C社対応
ﾅﾋﾞ

C社対応ECU

TCP/IP

C社ｾﾝﾀｰ

パケット

cdmaOne / 1X / W-CDMA

C社対応
ﾅﾋﾞ

C社対応ECU

C社ｾﾝﾀｰ

00～ 02～

TCP/IP

・・・・・・
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■ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ汎用基盤への移行により，家庭・ｵﾌｨｽ環境とのｼｰﾑﾚｽ化実現

インターネット オフィス

家庭

シームレス

TEL網 電力線網 CATV網
バックボーン

携帯TEL DSRC 無線LAN 光LAN

ｻｰﾊﾞ

ﾅﾋﾞ

Electr on ic T oll C o lle c tio n Sy s te m  

E le c tro nic  To ll C o lle ctio n  S ys tem  

D E N SO
D EN SO

ET C
E TC E le ctr on ic T oll C o lle c tio n Sy s te m  

E le c tro nic  To ll C o lle ctio n  S ys tem  

D E N SO
D EN SO

ET C
E TC

ASP（A社）

移動支援
＋車両情報
＋認証．．

汎用機器

路車間通信

汎

用 TCP/IP
IPv6

ISPISPISP

車向け
基本ASP
ｾﾝﾀｰ

第３世代第３世代第３世代 汎用システムによるオープンな接続汎用システムによるオープンな接続

ｻｰﾋﾞｽ
ASP（B社） ASP（C社） CSP CSP CSP

ｺﾝﾃﾝﾂ
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デバイスフリーデバイスフリー

インターネットITSインターネットインターネットITSITS

貨物

ＢＵＳ

ＴＡＸＩ

工事車両

乗用車

ケ
ー
タ
イ
網

Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
網

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
網

GS
ｻｰﾋﾞｽ

ＴＡＸＩ
運行管理

ﾊﾞｽ
運行管理

ﾃﾞｨｰﾗ
ｻｰﾋﾞｽ

ｺﾝﾋﾞﾆ
ｻｰﾋﾞｽ

工事車両
運行管理

求車求貨
ｻｰﾋﾞｽ

ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾙｰ
ｻｰﾋﾞｽ

ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

情報配信
ｽﾎﾟｯﾄｻｰﾋﾞｽ

単独では
成立しなかった
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

想像も
出来なかった
突然変異の
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

盗難防止

事故・災害
対応

官公利用
ｻｰﾋﾞｽ

通信メディアフリー通信メディアフリー 通信キャリアフリー通信キャリアフリー コンテンツフリーコンテンツフリー

車へのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ基盤

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

～02年3月 名古屋で1,570台規模実証実験
インターネット構造のため６ヶ月で開発

～～0202年年33月月 名古屋で名古屋で1,5701,570台規模実証実験台規模実証実験
インターネット構造のため６ヶ月で開発インターネット構造のため６ヶ月で開発

電話網

ｹｰﾌﾞﾙTV網

官公網

電力系網

衛星通信網
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０１年名古屋実験システムの全体像０１年名古屋実験システムの全体像０１年名古屋実験システムの全体像
コンテンツ提供企業
・百貨店
松坂屋

・ホテル
ｳｪｽﾃｨﾝﾅｺﾞﾔｷｬｯｽﾙ

・ニュース
東海テレビ

・飲食店
UFJｶｰﾄﾞ系列228店舗

･観光施設
名古屋城 他

情報センター

DSRC
アンテナ

名鉄交通
本社

つばめ
本社

プローブ情報利用者
・官公庁
・大学
・企業
・一般市民

位置動態情報

広告、ニュース等
の情報 ・７０台

位置動態情報

車載器 搭載車両

DSRC
アンテナ

携帯電話網

タクシー事業者

名古屋市内
名鉄グループ
つばめグループ
宝交通など３２社

名古屋市内
１,５７０台 民主体、世界先端のシステム
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０１年に何がわかったか０１年に何がわかったか

１ インフラは共同で良い
情報を使いたい、つなぐ手段は何でも

２ インターネットは簡単
インフラとしてただで使える

３ 共同事業の構図は成り立つ
協調と競争の共存

４ ドライバーの価値は無限
ひとつのサービスではお金は取れない

５ 情報量が力になる
一箇所に集めて、皆で利用（事業）

６ 通信費が一番の課題
みんなで自由に利用できる通信が必要
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ｴｱｺﾝ制御

ｼｰﾄ制御

G/W

G/W

情報系LAN

ｵｰﾃﾞｨｵ

持込み機器

・ﾆｭｰｽ

・金融ｻｰﾋﾞｽ

・旅行/交通

・ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

・ｸﾞﾙﾒ

・音楽

・ｹﾞｰﾑ

・ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ

・地域情報

・ﾆｭｰｽ

・金融ｻｰﾋﾞｽ

・旅行/交通

・ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

・ｸﾞﾙﾒ

・音楽

・ｹﾞｰﾑ

・ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ

・地域情報

Contents
Provider

DSRC

携帯電話

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｶｰ
PC

ナビ

ICｶｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀ

GPS

車載ｻｰﾊﾞ

無線ＬＡＮ

ｴﾝｼﾞﾝ制御

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ制御

II--ITSITSでの車載プラットフォームイメージでの車載プラットフォームイメージ

ＩＰv6

ﾎﾞﾃﾞｨ-系LAN

走行系LAN

車載ルータ
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携帯電話 デジタル放送無線ＬＡＮ DSRC

広域通信ネットワーク その他の通信メディア

アプリケーション･サービス･プロバイダー（ASP）

車載ルータ
GPS

車載サーバ

カードリーダ
ディスプレイ

ナビ オーディオ

ゲートウェイ
デジタルカム

情報系
LAN

ボディ系
LAN

エアコン インパネ ドアロック制御

パワートレイン
系 LANエンジン制御 ABS トランスミッション制御

ブルートゥース

インターネット
IPv6

HMI
ﾏｲｸ＆ｽﾋﾟｰｶ

シート制御

人
家 事務所

２００５年の車載プラットフォームのイメージ２００５年の車載プラットフォームのイメージ２００５年の車載プラットフォームのイメージ

狭域無線システム

05/3合同実験
は共通プラッ
トフォームで３種の

神器



27

車載サーバの車載サーバのソフトウエアの構成例ソフトウエアの構成例

汎用
アプリ

汎用
アプリ

DriverDriver

OS（LINUX/Win CE/ITRON)OS（LINUX/Win CE/ITRON)

JAVA VMJAVA VM

車固有
アプリ

車固有
アプリ

ミドルウェアミドルウェア

汎用
アプリ

汎用
アプリ

汎用
アプリ

汎用
アプリ
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車載車載プラットフォームのロードマップ概念プラットフォームのロードマップ概念

サービス系

接続系

通信系

情報系

車両連携系

車両システム

情報アプリ

車両アプリ

車の情報・ネットワーク化の方向

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

車
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化

サービス系

接続系

通信系

情報系

車両連携系

車両システム

情報アプリ

車両アプリ

車の情報・ネットワーク化の方向

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

車
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化

情報サービス情報サービス

車両サービス車両サービス

カーナビ 車載サーバ

車載フラット
フォーム
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・全業界の参画で
・民主導で
・早期事業化めざし

本当のユーザーの
参加がキー

０４目標
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会員一覧（計11４社 200４.１.1５現在）会員一覧（会員一覧（計計1111４社４社 200200４４..１１.1.1５５現在）現在）

1)幹事会員（１５社）
株式会社NTTドコモ KDDI株式会社 サン・マイクロシステムズ株式会社 新日本石油株式会社 ソニー株式会社
翼システム株式会社 株式会社デンソー トヨタ自動車株式会社 日本電気株式会社 パーク24株式会社
株式会社日立製作所 富士通株式会社 松下電器産業株式会社 株式会社三菱総合研究所 ﾓﾊﾞｲﾙﾃﾚﾏﾃｨｸｽ株式会社

2)正会員（２３社）
あいおい損害保険株式会社 ｱｲｼﾝ･ｴｲ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ株式会社 アイシン精機株式会社 アルパイン株式会社 ｲｰ･ｳｪｲﾌﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社
伊藤忠商事株式会社 伊藤忠ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ株式会社 株式会社サイバード J-フォン株式会社 株式会社社会システム研究所
住友商事株式会社 株式会社ゼンリンデータコム Daimler Chrysler Research and Technology North America Inc. 株式会社東芝
(財)日本気象協会 日本精機株式会社 日本ユニシス株式会社 日本アイ・ビー・エム株式会社
マイクロソフトプロダクトディベロップメントリミテッド 三菱自動車工業株式会社 三菱重工業株式会社 三菱電機株式会社

矢崎計器株式会社

3)賛助会員（６４社）
アイテック阪神株式会社 株式会社安心ダイヤル 石川島運搬機械株式会社 ｳﾞｨﾄﾛﾆｸｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 株式会社ウェザーニューズ
株式会社エイ･ワークス NTTソフトウェア株式会社 株式会社NTTデータ MHIｴｱﾛｽﾍﾟｰｽｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社 オムロン株式会社
カルソニック･カンセイ株式会社 クラリオン株式会社 株式会社弘電社 コニカ株式会社 株式会社小松製作所
ザインエレクトロニクス株式会社 三洋電機株式会社 JAF Mate（株式会社ジエ・エー・エフ・メイト） 株式会社システムオリジン
株式会社ジャパンエナジー シリコンスタジオ株式会社 スズキ株式会社 住商オートリース株式会社
株式会社ゼンテック・テクノロジー・ジャパン 株式会社ゼンリン 株式会社損害保険ジャパン 株式会社ﾀﾂﾉ･ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
株式会社長大 株式会社データ通信システム 株式会社東海理化電機製作所 東京海上火災保険株式会社
キャノンアイテック株式会社（旧：東京電子設計株式会社） 凸版印刷株式会社 豊田通商株式会社 株式会社豊田中央研究所
トヨタファイナンス株式会社 株式会社トヨタマップマスター 名古屋電機工業株式会社 日本オラクル 日本システムウェア株式会社
日本信販株式会社 日本電話施設株式会社 日本電波工業株式会社 日本ベリサイン株式会社 日本無線株式会社
パイオニア株式会社 株式会社日野物流コンサルタント フェニックス･テクノロジーズ㈱（4.10入会手続き中） 富士重工業株式会社
富士通テン株式会社 株式会社富士通プライムソフトテクノロジ フットコール株式会社 株式会社ブレーン・ストーム
マツダ株式会社 三井住友海上火災保険株式会社 三井住友カード株式会社 リパーク（三井不動産販売株式会社）
三菱自動車ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社 三菱商事株式会社 三菱マテリアル株式会社 ミツミ電機株式会社 ヤマハ発動機株式会社
株式会社ＵＦＪカード 株式会社リョーイン

4)特別会員（８大学）
慶應義塾大学 埼玉大学 大同工業大学 千葉工業大学
東京商船大学（4.14入会手続き中） 東京理科大学 名古屋大学
奈良先端科学技術大学院大学

※赤字は、設立総会以後の参加者
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３つの新しい試み

・ 民間100社、あらゆる業種

・ 一挙に実フィールドで

・ 理想の世界の検証

技術・アプリ・ビジネス

成果：大成功

皆で新しい世界を創造できる皆で新しい世界を創造できる皆で新しい世界を創造できる

３月３月 １１，１２，１３日１１，１２，１３日 ・・・・・・・・ ＩＩ ＩＩ Ｃ合同実験Ｃ合同実験
６月６月 １５，１６，１７日１５，１６，１７日 ・・・・・・・・ 実験体験ツアー実験体験ツアー
１０月１０月 １３～２５日・・・・・・・・・世界会議１３～２５日・・・・・・・・・世界会議TT8TT8
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インターネットＩＴＳ基盤を活用した新しいプロジェクトインターネットＩＴＳ基盤を活用した新しいプロジェクト
ビジネスの可能性の高いテーマビジネスの可能性の高いテーマ

プローブ・・交通、画像、気象、環境

車両管理・・タクシー、物流、配送

サービス・・故障、盗難、保険

ロードサイド・・顧客管理、情報提供

・実プレーヤーによって実用化に進み始めた・実プレーヤーによって実用化に進み始めた
・ひとつでは成立しないビジネス・ひとつでは成立しないビジネス
・インフラと車載機の同時普及が必要・インフラと車載機の同時普及が必要
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ユーザ

I I Cのめざす世界・・・皆で実現へ

通信メディア

CP CP

ASP ASP

インターネットITS

CP CP

・コンテンツプロバイダ
・地図／音楽配信
・保険／金融
・ロードサービス
・セキュリティサービスetc

・コンテンツプロバイダ
・地図／音楽配信
・保険／金融
・ロードサービス
・セキュリティサービスetc

・ＡＳＰ事業者
・決済／セキュリティ
・ミドルウェア

・ＡＳＰ事業者
・決済／セキュリティ
・ミドルウェア

・ＩＳＰ
・システムインテグレータ
・プラットフォーム事業者
・サーバーベンダー

・ＩＳＰ
・システムインテグレータ
・プラットフォーム事業者
・サーバーベンダー

・電話系
・ ホットスポット系（官、民）
・デジタル放送系

・電話系
・ ホットスポット系（官、民）
・デジタル放送系

・自動車メーカー
・自動車部品メーカー
・車載機器メーカー

・自動車メーカー
・自動車部品メーカー
・車載機器メーカー

事業化に必要なすべてのカテゴリーのプレイヤーが協議会に集結

エンドユーザーの参加で新しい自動車世界・市場創造

ASP

IIC

・B to B（官、民）
・B to C（一般ドライバー）

・B to B（官、民）
・B to C（一般ドライバー）

〒
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2010年には全ての車をネットワーク化する

シームレスで快適で安全な情報社会を実現
する

人と社会を中心とした新しい車ビジネスを創
出する

そして世界を相手にビジネス展開する

JAPAN INSIDE 戦略

インターネットインターネットITSITSの目指すところの目指すところ
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携帯網／DSRC網／無線LAN網／地上系通信網・・・・

コンテンツ
プロバイダ

ASP ASP ASP

インターネットITS

インターネット

ネットワーク

人 自動車 鉄道 航空機 オフィス 家庭船舶

サービス
プロバイダ

今実現したい世界今実現したい世界今実現したい世界
シームレスなマルチモーダル環境シームレスなマルチモーダル環境シームレスなマルチモーダル環境

基盤整備基盤整備

（（0404年重点）年重点）

サービスサービス

ネットワークネットワーク

車載（車載（LINUX)LINUX)
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インターネットＩＴＳの拡大 札幌

那覇

北九州・
博多 名古屋

仙台

東京
横浜

新潟

大阪・
京都

岡山

松山

名古屋から全国へ

地域に根ざした“ITS”の展開を
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日本から世界へ日本から世界へ日本から世界へ

名古屋名古屋 日本 世界

世界インターネットITSコンソーシアム構想
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http://www.InternetITS.org/

ntokitsu@internetits.org


